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要旨
　毛皮のニッティング加工の中で、「網状の土台布に細く切った毛皮を刺し込んでニット状にする」1）方法につい
て、編成方法の基礎データを得ることを目的に、ミンクを用いて編成方法 6 種類と部位別の試料を製作した。編
成方法別の毛皮使用長を求め、さらに、官能検査による編成方法別と部位別の印象評価について検討した。その
結果、①使用長計測から、土台布の寸法に対しての平均使用倍率は、たて 1 マスを飛ばして刺す方法が、およそ
1.2 倍。たてマス目を飛ばさず詰めて刺す方法は、およそ 1.5 倍の毛皮が必要であることが確認でき、製作作品に
合わせた使用長の目安が割り出せる。②印象評価では、「矢羽根柄で、たて 1 マスを飛ばして、斜めよこマスに刺
し込む方法」が「柄が美しい」「好き」の評価が高い方法であった。また、短い使用長で矢羽根柄がはっきりして
いる。③使用部位別の評価では、「腹側」「脇側」「背中側」の試料と比較して、3 部位「混合」の試料は、「華や
か」「柄が美しい」「好き」の評価が高く、生体に即した順番に刺すと立体感が出て評価が高いと考えられる。こ
のことから、作品製作には、背中側の毛を中央から順に外側に向かって刺していく方法が望ましいことがわかった。
●キーワード：ミンク（Mink）／ ニッティング加工（Knitting Processing）／ 印象評価（Impression Evaluation）

ミンクのニッティング加工による編成方法と印象評価

The Formation Method and Impression Evaluation by the Knitting Processing of a Mink

渡部 薫＊、根本 賀奈子＊＊

Kaori Watanabe, Kanako Nemoto

Ⅰ．はじめに

　天然素材の毛皮は高価で高級なイメージを持つが、近

年、毛皮のさまざまな加工方法の出現により豊富なデザ

インが考え出され、異素材と組み合わせて使用するなど

ファッションアイテムの幅が広がってきている。コー

ト、ジャケットなどの重衣料が中心であったが、近年で

は帽子、カラー、マフラー、ストールなど種類は多く、

若年層のカジュアルアイテムとしても取り入れられるよ

うになった。古来、毛皮に求められる最重要点は防寒性

であったが、現代ではファッション性が強くなり、美し

い、柔らかい肌触り、軽くて気軽に利用できるものが好

まれている。毛皮の需要が拡大している反面、毛皮原皮

の価格は年々高騰しており、少量の毛皮使用量で効果的

なボリューム感のあるデザインの考案、仕立ての工夫が

求められている。

　本学、短期大学部専攻科被服専攻の授業では、毛皮の

作品製作を行っており、顔つきのフォックスやミンクのボ

ア、裏衿に布地を使用したマフラーやスペアカラー2）と

いった作品が多い。本年、授業で参考に見せた網状の土

台布に細く切ったミンクの毛皮を刺し込むニッティング加

工を施したマフラーやケープなどを見た学生から、その

マフラー製作の希望があり、新たな仕立て方として取り

入れることとした。製作するにあたり毛皮に関する先行

研究や文献を調査したが、教科書3）や 1994 年高橋の論文

には「ネット地に紐状のミンクを絡ませ形成したもの」4）

とあり、ニッティングが加工方法の一種であることの記

述はあるが、その技法に関する内容は見あたらなかった。

　そこで本研究では、ニッティング加工の一技法であ

る、網状の土台布に細く切った毛皮を刺し込んでニット

状に仕立てる編成方法について検討することにした。毛

皮製品製造販売業者（以下、業者という）の中村毛皮貿

易株式会社もその中の 1 社であり、協力を得て、ニッ

ティング加工の市販商品の技法を確認した。それを参考

に 6 種類の編成方法を選択した。

　編成方法別に試料の毛皮使用長の計測を行い、作品製

作時に必要な毛皮使用長の目安を求めた。また、編成方

法別、毛皮の使用部位別に現れる、柄や風合いの印象評

価を官能検査により求め、学生が好む評価の高い編成方

法を求めた。今後の作品製作に活用するための基礎研究

を行い、指針を得たので報告する。
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Ⅱ．毛皮のニッティング加工について

１．毛皮のニッティング加工
　「ニッティング」とは編み物5）、編んだ物を表す。毛

皮の「ニッティンング加工」は 0.5㎝程度の細幅に裁断

した紐状の毛皮を編み物の素材として使用する加工方法

である。その技法には①網状の土台布に細く切った毛皮

を刺し込んでニット状にする②細く切った毛皮をニット

地（編み地）に刺し込む③細く切った毛皮を糸などと一

緒に編む3）などがある。これらの加工を使った場合、軽

いセーター感覚の毛皮ができる。裏打ち布を必要としな

いため軽く仕立てられ、毛を表裏に引き出す方法は、両

面が使用できるなどの特長がある。

　これらの加工方法について調べたところ、1995 年大

石6）の調査では、「1985 年ファーヤーン開発、毛皮ニッ

ト製品登場」との記述がある。また、1991 年に株式会

社ロザソンが「ニッティング」（特許第 2694309 号・細

切りにした毛皮の生地）として特許権を取得していたこ

とから、20 年以上前から使用されている加工方法であ

り、平成 24 年 4 月 12 日をもってその特許は消滅してい

る7）。この特許消滅をきっかけに、ニッティング加工製

品の出現が多くなる可能性も予測される。

　日本国内に工場を持ち毛皮原皮から製品製造販売まで

行っている会社は少ない。ニッティング加工製品は、毛

皮原皮の裁断から編成作業までの大半が手作業であり、

手間と時間がかかるため、大半の業者は、工賃が安い中

国などの工場で生産を行っている。

２．基礎実験用毛皮の選択
　ニッティング加工製品に使用される毛皮は、ミンク、

ラビット、ラクーン（アライグマ）などが多く、高価な

ものではロシアンセーブルやチンチラなどを使用した製

品もある。長毛種のフォックスも使用されるが、短毛で

綿毛が厚く密生したボリューム感のあるものを使われる

ことが多い。短毛種のミンクは、ニッティング加工用に

毛皮を細幅の紐状にする機械での裁断が可能である。他

の毛皮は大半が手作業で裁断されている。

　そこで、今回使用する毛皮は、機械裁断可能で、綿毛

が密生しているため保温力に優れ、光沢に富んだ刺し毛

が美しく、衣料用として優れた特性を備えているミンク

とする。動物の種類を「長毛、短毛、巻き毛」と毛の長

さで分類した場合、ミンクは短毛種で毛足が短く型くず

れしにくい。背中側の刺し毛が濃く美しいため、腹開き

され背中側を中心にして使用する。オスのほうが皮が

少々かたく、重いことが欠点ではあるが、大型で、毛足

が長く、皮が丈夫で、ボリューム感があり立派である。

これに比べてメスの毛皮は、皮が薄いためしなやかで柔

らかく、軽いが、毛足が少し短いためボリューム感の立

派さはオスにおよばない。

　実験用に用いたものは、毛足が長くボリューム感のあ

るスカンパステルミンクの天然色、オス 2 匹である。こ

れを前述の業者に水張りと裁断を依頼した。機械の幅に

合わせるため両サイド腹側及び頭部、尻尾周辺部分を切

り落とし、 ミンク裁断機「DAN FORM」Production 

and Sales LTD.Athens（図 1）を使用し裁断する。裁断

工程別の毛皮の形状を図 2 に示す。機械カットしたミン

クは幅0.5㎝の紐状で、原皮1枚につき約50本になった。

腹側にあたる左右の端 1〜2 本は幅 0.5㎝以下の細さに

なっている部分があり、基礎実験の試料には使用できな

いと判断した。　

図1　中村毛皮貿易株式会社のミンク裁断機

「ミンク原皮」 「裁ち落とし残皮」 「裁断後の毛皮」
図2　ミンク裁断工程別写真
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　毛皮の厚さの計測を行い、部位により厚さおよび毛の

質感が異なることから、ミンクの背中心から左右それぞ

れに「背中側」「脇側」「腹側」の 3 部位に等分割した

（図 3）。

Ⅲ．実験用試料製作

１．実験用土台布の諸元
　実験用土台布は業者でニッティング加工商品専用に使

用されている「ニッティング用メッシュ地」（以下、土

台布と表記する）、黒色、ポリエステル 100％を使用し

た。諸元を表 1 に示す。この購入方法は業者へ毛皮と一

緒に直接注文したものである。　　

　土台布の大きさは、官能検査の際、手触りの感触がわ

かる寸法として、たて 40 マス、よこ 30 マスとした。そ

の長さはたて 18.5㎝、よこ 16.5㎝となった。この土台

布は、たてよこのマス目寸法が異なり、たて 1 マス約

0.45㎝、よこ 1 マス約 0.55㎝である。図 4 に示すように

土台布の編成部分の周囲には 2 マスの縫い代をつけた。

２．使用糸および使用針
　毛皮接合用の使用針はメリケン針 7 番、糸はポリエス

テルの手縫い糸を使用した。また、毛皮を土台布に刺し

込む際には、クローバー株式会社製の針先の曲がった

「クローバージャンボとじ針」を使用した。

３．評価試料製作
　試料製作の際、均一の力で毛皮を刺し込み、試料のサ

イズ変化を防ぐために、土台布を絵画用木枠のＦ 6 サイ

ズを使用し、土台布の周囲の縫い代を 10 マス目ごとに

ピンで固定して作業を行った。この木枠を使用した製作

状態を図 5 に示す。　　

　試料の毛並みは「なで毛」の一方方向のみとし、刺し

方向も土台布の下側から上へ一方方向に刺し進めた。紐

状の毛皮の前足周辺の部位では、毛並みが「なで毛」か

ら「逆毛」に変化している部分があり、表皮が薄く綿毛

が極度に少ないため、そのまま使用すると表皮の白い部

分が見え、逆毛部分だけ毛が立ち上がり周囲の毛並との

差が出ると判断し、今回は毛の流れが逆毛に変わる手前

で毛皮をカットし、全ての試料がなで毛一方方向となる

よう接ぎ合わせて使用することにした。

４．編成方法
（１）編成方法別実験用試料の製作

　編成方法別実験用試料は、毛の使用部位により評価が

変わらないようにするために、中央を「背中側」、その

両サイドに「脇側」、一番外両端に「腹側」の毛を使用

した。以降この試料を「混合」と表記する（図 6）。

図3　ミンクの部位分け

表1　ニッティング用メッシュ地の諸元

� （ 　　　 0.5㎝）

図 4　実験用土台布の大きさ

図5　木枠を使用した製作状態
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　市販商品を参考に編成方法を 6 種類選定して、「混合」

の試料を製作した。試料写真と編成方法の図解一覧を図

7 に示す。

　編成方法は、次に示す 6 種類である。

①一方向のみの斜め柄で、たて 1 マスを飛ばして、斜

めよこマスに刺し込む方法。以下Ａと表記する。

②一方向のみの斜め柄で、たてマスを飛ばさず詰め、

斜めよこマスに刺し込む方法。以下Ｂと表記する。

③矢羽根柄で、たてマスを飛ばさず詰め、斜めよこマ

スに刺し込む方法。以下Ｃと表記する。

④矢羽根柄で、たて 1 マスを飛ばして、斜めよこマス

に刺し込む方法。以下Ｄと表記する。

⑤矢羽根柄で、たて 1 マス飛ばして、よこマスに刺し

込む方法。よこマスに刺し進むのはこの方法のみで

ある。以下Ｅと表記する。

⑥矢羽根柄で、たてマス飛ばさず詰め、斜めよこマス

に刺し込み、毛皮 1 本刺し込む（よこ 2 列分使用）

ごとに 1 列を空ける方法。以下Ｆと表記する。

（２）使用部位別試料

　毛皮使用部位の違いによって、見た目の印象や風合い

に差があるかを確認するため、本報では、矢羽根柄の編

成方法Ｄ、Ｅ、Ｆについて、「腹側」「脇側」「背中側」

の単一部位を使用した試料と「混合」の 4 種類の試料を

製作した。以下、部位別の試料をＤ′、Ｅ′、Ｆ′と表記

する。使用部位別の試料写真を図 8 に示す。

Ⅳ．研究方法

１．編成方法別、使用部位別の毛皮の使用長計測
　ミンク 1 匹から準備できる紐状にカットした毛皮は、

個体の大きさによって違いはあるが、製作物のサイズに

対してどの程度の毛皮を使用するのか、毛皮の使用長の

目安を確認するため編成方法別に計測を行った。その使

用長から、ミンク 1 匹から製作可能な作品のサイズも予

想できる。計測方法は、紐状の毛皮 1 本分の長さと、刺

し込み作業後の毛皮残長との差から割り出し、1 列ごと

の毛皮使用長を計測した。1 試料の全列の毛皮使用長か

らたて 1 列に必要な平均使用長を求める。土台布のたて

寸法 18.5㎝とたて 1 列の平均毛皮使用長から、土台布

の大きさに対して、必要となる毛皮の平均使用倍率を求

めた。また、毛皮の使用部位の違いにより、同一の編成

方法でも毛皮の使用長が変わるのか計測を行い確認し

た。

２．官能検査方法
　編成方法別の印象評価を調べるために、2 種類の官能

検査を行った。

　2 － 1　官能検査 1

　混合試料のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、Ｆについて編成方法

の違いによる、柄や見た目の印象評価と風合いの評価を

行った。

　2 － 2　官能検査 2

　矢羽根柄の試料で、単一部位「腹側」「脇側」「背中

側」と「混合」の 4 種類の試料Ｄ′、Ｅ′、Ｆ′について、

官能検査 1 と同様に印象評価を行った。

　官能検査方法は、それぞれの評価を一対比較法中屋変

法（順序効果のない場合）を用いて行った。評価用語に

は見た目の印象と風合いに関して評価する 8 語を選定し

た。検査条件を表 2 に示す。被験者は文化学園大学短期

大学部服装学科 2 年生、専攻科の計 20 名である。官能

検査 1、2 ともに同じ条件、同じ被験者とした。　　

図6　毛皮使用部位配置

表2　官能検査条件
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図7　編成方法別一覧　（毛皮使用部位 ｢混合｣）
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Ⅴ．結果および考察

１．編成方法別と使用部位別の毛皮の使用長計測
　編成方法別と使用部位別の毛皮使用長の結果を表 3 に

示す。試料Ｆは毛皮 1 本刺し込むごとにたて 1 列隙間を

空ける方法のため、合計の使用長は少ない。この刺し方

は隙間があるので、土台布が見える。隣合う毛に影響を

されないために、毛皮をゆるく刺し込む傾向があると考

えられる。

　また、毛皮の合計使用長が最も長いのは試料Ｅであっ

た。この刺し方は前進する際、斜めに前に進まずによこ

に毛皮が渡るため、余分に毛皮が必要となる。最も毛皮

を使用する刺し方となった。

図8　使用部位別の試料

表3　編成方法別と使用部位別の毛皮使用長
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　試料ＡとＢ、試料ＣとＤはそれぞれ、柄の方向が同じ

で、Ａ、Ｄは、たてに前進する際に 1 マス飛ばす、Ｂ、

Ｄは、飛ばさずに刺すかの違いである。Ａ、Ｄの方法の

ほうが使用長が少ない。

　刺し方 6 種類それぞれのたて 1 列の平均使用長と土台

布たて 40 マスの平均寸法（18.5㎝）の割合から、各編

成方法の平均使用倍率を出した結果、刺し方Ａは 1.18

倍、Ｂは 1.42 倍、Ｃは 1.39 倍、Ｄは 1.19 倍、Ｅは 1.44

倍、Ｆは 1.48 倍という結果になった。Ｅのみよこに刺

し込むため例外であるが、たて 1 マスを飛ばす刺し方で

は、仕立てたい土台布寸法の約 1.2 倍の毛皮の長さを必

要とし、マスを飛ばさず刺す場合は約 1.4～1.5 倍の毛

皮を必要とすることが確認でき、1 マス飛ばして刺し込

む方法が毛皮が少量でよいことがわかった。

３．官能検査評価結果
　評価結果について、危険率 5％以下で有意差が認めら

れる場合は、＊印を、危険率 1％以下で有意差が認めら

れる場合は、＊＊を付して図に示した。

　3 － 1　官能検査 1「編成方法別」の評価結果（図 9）

　Ａは、「華やか」「軽い」「柄が美しい」では、評価が

やや高く、「厚い」「毛が詰まって見える」の評価がやや

低い。飛ばして刺すことにより、毛皮が渡る長さが長く

なり、柄がはっきり見えるためではないかと推察でき

る。

　Ｂは、「厚い」「毛が詰まって見える」では、評価が最

も高く、「軽い」「やわらかい」「柄が美しい」「好き」の

評価が低い。詰めた刺し方のため、綿毛が見えにくいこ

とが影響している。

　Ｃは、「厚い」「毛が詰まって見える」の評価がやや高

く、「華やか」の評価が最も高い。矢羽根が詰まって見

え、刺し毛の濃さから、斜めの柄がはっきり見えると推

察できる。

　Ｄは、特に大きな評価の差はないが、「好き」の評価

が最も高い。飛ばして刺しているため、刺し毛と綿毛の

濃淡がはっきりして、矢羽根柄が美しく見えることが影

響しているようである。

　Ｅは、「厚い」「毛が詰まって見える」の評価がやや高

く、「華やか」「軽い」「やわらかい」「好き」の評価がや

や低い。よこに渡し、詰めて刺していることにより、毛

が重なり過ぎているためと考える。

　Ｆは、「軽い」「やわらかい」の評価が最も高く、「華

やか」「厚い」「柄が美しい」「毛が詰まって見える」は

評価が最も低く、「好き」の評価も低い。1 列あけるこ

とにより、矢羽柄に見えず、土台布が見えるためであ

る。　　

図9　編成方法別の印象評価結果
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3 － 2　官能検査 2「使用部位別」の評価結果（図 10）

　Ｄ′の腹側は、4 種類の中で、最も「軽い」の評価が

高く、あとの 7 項目については評価が低い。脇側は、

「やわらかい」の評価が高く、他の項目では大きな差が

見られない。背中側は、「華やか」「厚い」「毛が詰まっ

て見える」「好き」の評価が高く、「軽い」は一番評価が

低い。混合は、「軽い」の評価が低く、他の項目は評価

が高い。特に「厚い」「あたたかい」では、評価が高く、

他の部位より評価が高い。

　Ｅ′の腹側は、「軽い」以外の項目の評価が低い。脇側

は、「厚い」「毛が詰まって見える」の評価が高く、「軽

い」「やわらかい」では、評価が低い。背中側は、「やわ

らかい」の評価が一番高く、5 つの項目で評価が高い。

混合は、大きな差が見られなかった。

　Ｆ′腹側は、「軽い」の評価が高く、他の 7 項目では、

すべて評価が低い。脇側は、大きな差が見られなかっ

た。

　背中側は、「厚い」「毛が詰まって見える」の評価が高

く、「軽い」が低い。他の項目には、大きな差が見られ

なかった。

　部位別にＤ′Ｅ′Ｆ′を比較すると、腹側は、「軽い」

が、「華やか」「厚い」「毛が詰まって見える」の評価が

低い。脇側は、3 種類とも大きな差が見られなかった。

　背中側と混合では、Ｄ′Ｆ′の評価が同様の動きをして

いるが、Ｅ′は、Ｄ′Ｆ′との評価に違いがある。

　Ｅ′の刺し方は毛の詰まりが密で、部位ごとに見た目

の差が少なく、評価に差がないようである。Ｄ′Ｆ′の腹

側は毛の密度が薄いため、土台布が見えてしまう仕上が

りであった。また、背中側は、厚みがあり、刺し毛が多

く色がはっきりしていたため評価が高い。混合の、「華

やか」「柄が美しい」「好き」の評価が高いのは、生体に

即した順番に刺しているため、立体感が出たことが影響

している。

　以上から、毛の厚さの変化が評価に影響を与えている

のではないかと考える。このことから、全体的に極端に

厚すぎず、薄すぎないよう、同じ質感の毛だけを集中し

て使うのではなく、毛の厚みが近いものを順に並べて使

用することが望ましいとわかった。　

図10　使用部位別の印象評価結果
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Ⅵ．まとめ

　本研究は毛皮のニッティング加工の作品製作のための

基礎研究として、紐状に裁断したミンクの使用長の計測

から、製作に必要な使用長の目安を確認した。また、6

種類の編成方法別と 4 種類の使用部位別の試料を製作し

て、官能検査による印象評価を行った。結果は、以下の

通りである。

１）編成方法別の毛皮の使用長計測から、たて 1 列を編

成するための平均使用倍率が確認できた。

　土台の寸法に対して、1 マスを飛ばす刺し方は、およ

そ 1.2 倍、マスを飛ばさず詰めた刺し方では、およそ 1.5

倍、毛皮が必要であることが確認できた。編成方法別の

毛皮使用量の目安となる結果が得られ、製作物のサイズ

に合わせた毛皮使用量の目安を割り出せることがわかっ

た。

２）編成方法の中では、「矢羽根柄で、たて 1 マスを飛

ばして、斜めよこマスに刺し込む方法」は「柄が美し

い」「好き」と評価が高い方法であった。また、短い使

用長で矢羽根柄がはっきり出ることもわかった。

３）使用部位別試料の評価から、毛質の違いにより同じ

刺し方でも、違った柄や風合いに出来上がることがわか

り、使用部位の選択が評価に影響することもわかった。

綿毛が少ない部分を使用すると薄い仕上がりになり、土

台布や表皮の白い部分が見えると、見た目の美しさに欠

ける。

４）使用部位別の試料製作からミンクの毛の特長とし

て、背中側中央部は刺し毛が長く、色が濃く見えるた

め、この特徴を作品製作に生かして使用することが効果

的である。

５）使用部位別の評価では、「腹側」「脇側」「背中側」

の試料と比較して、「混合」の試料は、「華やか」「柄が

美しい」「好き」の評価が高く、生体に即した順番に刺

すと立体感が出たことにより評価が高かった。このこと

から、作品製作には、背中側の毛を中央に配置し、順に

外側に向かって刺していく方法が望ましい。

　今回はニッティング加工の編成方法に関する基礎研究

を行い、編成方法別の毛皮使用長の見積もりを行うため

の目安が得られた。また、柄や風合いの特徴を把握し、

好まれる編成方法を確認することができた。

　今後は、評価の高かった編成方法の結果を反映させ、

毛皮使用長の目安の検証を行うなど、さらなる基礎研究

の充実を図り、実物製作につなげる。

　終わりに、本研究に際し、情報提供をいただきました

中村毛皮貿易株式会社、石鍋和男氏に厚く御礼申し上げ

ます。
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